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改めて“帰属意識”を考えてみたら… 

意外に重要だった経営の“距離”感 
◇◆◇ 組織の“恩恵”に従業員が鈍感な理由 ◇◆◇ 

  

 
 

仕事を“任せ”なければ、従業員はなかなか一人

前にはなりません。しかし“任せ”過ぎて、従業員

が『自分の力だけで仕事をしている』と感じ始める

と、今度は“帰属意識”が乏しくなります。 
この“一人前にする”ことと、“帰属意識を持たせ

る”ことは、昔から“時計の振子”のように、右へ

左へ大きくブレる傾向があります。そして今“任せ”

にブレ過ぎていることに注意が必要なのです。 

  

 


